




1. 本 誌 は､物 性 物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す る ため ､研 究 者 が そ

の研 究 意 見 を 自由 に発 表 し討論 しあ い ､ ま た､研 究 に関 連 した

情 報 を速 や か に交 換 しあ う こ とを 目的 と して ､毎 月 1回編 集 ･

刊行 され ます｡ 掲 載 内容 は ､研 究論 文 ､研 究 会 ･国 際 会 議 な ど

の報 告 ､講 義 ノー ト､研 究 に関連 した諸 問題 につ い て の意 見 ､

情 報 な どで す｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 たっ い て は ､~原 則 と して審 査 は行 な い

ませ ん｡ 但 し､編 集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ とを著 し く不 適 当 と

認 め た もの につ い て は ､改 訂 を求 め ､ また は掲 載 を拒 絶 す る こ

とが あ ります｡

3. 本 誌 の掲 載 論 文 を他 の学 術 雑 誌 に引 用 す る と きは ､著 者 の承

諾 を得 た上 で privatecommunication 扱 い に して下 さ い｡

投 稿 規 定

1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節1約す るため原稿 は極 力簡 潔 にお書 き下 さ

レヽ0

2. 原稿 は40 0 字 詰 原稿 用 紙 を使 用 して下 さ い｡

3. 数 式 ､言己号 の書 き方 は progress､ Journal の投稿 規 定 に

に準 じ､ミス プ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とっ て下 き

い○

下 ツ キ は特 に紛 わ しい もの の み を手旨定 して下 き い｡

英 字 の大 ､花 文 字 ､ ギ リシャ の才旨走 を忘 れ な い よ うに､ O とa

と 0(ゼ ロ)､u とn と r'r ､C とe､l (- ル )と 1(イチ )､X と ×

か ケ ル )､u とV等 が一 番間 違 いや す いO

4 . 数 式 は 3行 に わーた っ て大 き く書 い て下 さ い｡

5. 1行 以 内 にお さ ま らな い可 能 性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改 行

の際 の切 れ 目 を赤 で手旨定 して下 き い｡

6. 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ んO - 頁以 内 に入 らな い図 はJ京別

と して著者 に返送 し､書 き改 め て い た だ き ます｡

7 . 投 稿 後 の 原稿 の言丁正 は で きるだ け さけ る よ うに して下 さ いO

8. 別 刷 が入用 な場 合 は､投 稿 の際 に所要 部 数 を10部 単 位 で 申込

ん で下 さ い｡ 別 紙代 は下 記 方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ

き ます ｡

(郵 券 に よ る受 付 は い た し ませ ん｡

p :物 研 出 来 上 り真 数

Ⅹ :別 刷 所 要 部 数

a :別 刷 一 貫 の 代 金 1円

b ;製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き) 10円

別 刷 代 - (a p+b)Ⅹ +送 料

別刷 代 金 は別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい｡

そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 さ れ る こ とが あ り ま す

す か ら､ 御 注 意 下 さ い｡

9 . 原 稿 締 切 日 は毎 月 20日 で 原 則 と し て 次 月 発 行 誌 に掲 載 さ れ ます

ます ｡
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掲 示 板

新潟大学理学部物理学教室教授または

助教授公募のお知 らせ

下記 に より,教書受または助教授 を公募 いた します O 希望者の応募 ,適任者

の推薦をお願い します ｡

1･ 公 募 人 員

2. 専 門 分 野

5. 公 募 締 切

4. 就 任 の 時 期

5. 提 出 書 類

6. 書 類 宛 先

教授 または助教授 1名

物 性 理 論

昭和 45年 7月 1 0日

昭和 45年 10月 1日を希望 します｡

履歴書 ,研究業績 リス トお よび主 要論文別刷 ,

推薦 のはあいはあわせて推薦書

新潟市酉大畑町 5214

新潟大学理学部物理学教室

野 本 森 万

｢TEL 0252-25-6161(420)｣
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プ レプ リン ト案内

〔東 大久保研〕

o Magnetic-FieldDependence of もheBound State Due もo

the s-a EⅩchange ‡nteracl;ion (冨iroumi Ishii)

o The AnalyticFree Energy:A B畏Sis for Seal,ing Laws

(M.冒.Cooperβmiもh)

o 中性子非弾性散乱研究会報告 (日本原子力研究所 )

o The G･reents FunctionMethod ofKorring年IKohrlland

Rostoker for theGalculation of the Electronic Band

SJuruGture ofSolids (13.Segall and F.S.Ham)

o Erlergy and Lifetime of Space-Charge 工ndllCed

Localized States (M.E.Alferieffand C.B.Duke)

o Generalization ofLee~YangTs Theorem (Tar? Asano)

o Molecular Theory ofSca･ttering ofLight .from IJiquids

(MinoruTanaka)

o The Structure Dependence ofd Bands ir.i.rllransi七ion

Metals (R.A.Deegan)

o Derivation of the B｡ltzmann EqTlation for a Dilute,

QuantuililMechanical,SlightIy 工nhomogeneous Gas

(H.C.Andersen; I.Oppenbeiln)

o Random Matrices and Information Theory

(Roger Bal土an)

o Nuclear.Spin-Lattice Relaxation in SupercondL1Cting

Mixed State (Noriaki Okubo and YoshikaMasuda)

o TJ.K.IAtomic Energy Authority,Research 〇･roup

H1heoretical Physics Division Progress Report)

o Anomaly in ElectricalResisもivity ofFerromagrieもic

Meもals near も土le Curie Poinも (エsaoM二annarD
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プ しノプ リン ト案内

oAntiresonance in the Optical Absorption Specilra of

the Impurity in Solids (Akio Shibatani arid Yutaka

niloyG2la.Wa)

o On 七he FlLICtuation rllheory of Fermi Liquids

(T:berhard Riedel)

o The Entropy EⅩpression of a FeI●mi Liquid in Shielded

p〇七ential Appllcaもion もG 5 H e. (Eberbard Riedel)

o Quantum Noise XI工Ⅰ: Six Classical Var土able Description

of QuantLlm Laser Flucrtua七ions (Melvin Lax and Horace

Iyuen)

I〔京大物理教室〕

o On the Pressure Dependence of the FerroelectrlC

tproper'-缶ies of KhT2PO4and KD2PO4 (R･Bユinc and -B･Zeks)

a Models for Haemoglcbin and Allosteric Enzymes

(coユin ∫.門10mpSOn)

o Magnetic-Field D.ependence of the BLlund State DLle to

tne s-a Exchange lnもeraction (HiroLimi Ishii)

<=Phosphorescence and Triplet-Singlet Absorption Spectra

of Benzophenone C,rystal (Yasuo Udayama,I,i.0hru Azumi,

Mitsuo 工七〇,and Sburo Nagakura)

0 回ffects of Spin Waves on Spin-Allowed Optical

T'ransitions (rlloru lAAorita and Mi_Chiko Inoue)

｡ 工nf1uence ofMagnet1C Ordering on thE∋Lattice V土braも土on

of KNiF5 (KaduWo Sintarユi,Yuzo つ1omono,Atsushi

'ilsuchida_and Kiitl Siratori)

ら crystal Structure and Phase コ1ransitioriOf (Glycine)2･

HN )5 ･ I Crystal Structure Determination of Ferro-

and Paraclectric Phases (,Shoicili Sato)
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プ L/プ リン ト案内

oMolecularTheory of Sca一七七eiing~一日fLight, from Liquids

(西川) (MirlorilTanaka)

oAntiresonaqCe,in もbe OpticalAbsorption Spectra of

'uhe lmpuriもy in Solids (Akio′Shibat,ani andYuもaka

Toyozawa)

oMechanism of Broad-Band.Lu皿inescenCeS in ZnS Phosp-

hors (Koh 軍ra,Shigeo Sb-iOn,oya,YasuoWashizawaand
胃i

Hi墾 ki Oせma-'tsu)

oCo箪ParisIOrl,OfObserved and Calculated StrucもLlre

Fact?r苧･for (.Glycine)2PNO5- (Shoichi Sa七〇)

oT -11､spher_icalModel as an Instance of Eigenvalue

DegeneracyH ItInfinite Spin Ising王JIodel in Orle

DimensionH (colin J.Thompson)

o HcriticalBeha_viol ofAs75Guadrapole Irltdraction in

KH2AsO4 Fe rroelectric Crysもallt (cL･Cinaderarid

D.Zanir)

(以上 松原研)

O(‡e三ユeralization ofLee-Yangls Theorem (Taro Asano)

cMolecularTheory of'Sc革もteriI3g ⊂)ILight from Liquids

(MinoruTariaka)

oLow Plasma P声ne七ratio.n across aMagneticField

(Bur+Don D･Fried.and Sidney 0.軍S/akow)

oExciもation of 工on AcousticWaves bv Micr(〕wave

(M･Yamauchi･S･Hagiwara and S･墾 3'ima-)

(以上 西川研)
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編 集 後 記

久 しぶ りに編 集会議に出てみ た ら,定刻 にほぼ全員が集 まってい るのに驚

いた ｡ニ ただ し,議 論 の方は,用意 された午 食が来 るまではなかなか進 まなか

ったが ｡

一 ケ月間の遊説 (? )か ら煽 って来 た当誌婦人編 集長 よ り,物性研究 は若

手 に大いに読 まれて いるとの激励の言葉 をいただき,編 纂委 員一同大- リキ

リ. ただ し,最 もよく緩 まれてい るのは編集後記だ とか O

いつ も編集委員会で,何か新 しい企画 を とい うことが話題 になる ｡ 何を企

画 す るに も,結局 は編集委員が奔走 しなければな らないのだが ,でき上 った

新企 画 よりも,その努力の素話みたいな編 集後記の方 が よ く読 まれ るという

ことらしい｡

今 日の議論で,新企画 として,テクニ カルタームの簡単 な諸説 をのせ よう

とい うことになったo耕運学会誌 の吻通学 メモに似た ものだが ,物性関係の

学会や ,研究会等 で よく使われ ,7:,吉葉 で,何 とな くその意味がは っき り理解

で きなし.､用語 を,専門家にで きるだけ 正確 に (出典や文献 もあげて )解説 し

て もらお うとい うもので ある. 歳初 はモ- ソとして,給 田編集委員が

ttdep,-Tee ?f locali乙a七ion''について省 くことに したOその他候補 に上

った もの として, sloppy rrlOdeプ SCaling law,dissipative and

Lh spersive, coherence ユength,a band, broken symmetry な

どが あ る｡ 観期待 いただ きたい ｡ また,読者か らもこ(7)新企 画に どしど し注

文を出 していただ きたい｡

なお,今回堪 りで京薄絹 填委員か ら西川季 員が韓任 し,代 りに新選 の蔵本

由紀氏が編 集委員会に加わ るこ とにな った｡ 融期待を乞 うO

(K. N .)

長 い間,最 も有能 な編集委員の一･人 として御活躍 いただいた西川恭拾氏が ,

今Fij部合で辞任 され ま した｡ 残 るは繁等生 (?)編集委 員ばか りで,多少淋

しい思 いを してい る向きもないではあ りませ んが -･-- O いず れに しろ,●
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編 集 後 記

西川氏 の これ までの御努 力に,読者共 々心 か ら感 謝 いた したい とお もい ます｡

〔Y 〕

･ お 託 と､訂 正

前 号 (vo1.1C,No.2)の基 研研究会報告 中の 344貢 に文童の脱 落があ り

ま したe著者及 び読者に皆 さんに迷惑をおかけ した ことを ,お詫 す ると同時に ,

下に訂正文を掲載 しま した ぐ

｢B44京の図 ｡4の下に nこの位 崖で TLoは -･･･.Nの前に ,以下の文が入 り

ますo｣

.65 ユ キV トン

1･iF単結 晶上に発着 した KCL,K｡73r薄膜の ,エキ,J トン∵領域での手偏光透過率 を

軌定 した結果 ,Transverse exciも｡rlband (8 - 0)は 0が増加す ると ,

高エネル ギー側に ブ ロー ドにな り ,To (5 - 0の透過率 )で rlOrmarizeす る

(T｡/T｡)と ,もとの ba雨 の高 エネル ギ-鮎 こ鋭 いdlP が現われ たO (

図 5･4)

｢-~-ー~N-L--~J

～

3

.

物 性 研 究

第 10巻 軍 5 号

1988年 6月 20日発行

発 行 人 松 田 博 嗣

昭所刺印

l

京 都 市 左 京 区 北 白 川

京 都 大 学 基 礎 物 理 学 研 究 所

和 堂 印 刷 所
京都市上京区上長者町通室町画人
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下に訂正文を掲載 しま した ぐ

｢B44京の図 ｡4の下に nこの位 崖で TLoは -･･･.Nの前に ,以下の文が入 り

ますo｣

.65 ユ キV トン

1･iF単結 晶上に発着 した KCL,K｡73r薄膜の ,エキ,J トン∵領域での手偏光透過率 を

軌定 した結果 ,Transverse exciも｡rlband (8 - 0)は 0が増加す ると ,

高エネル ギー側に ブ ロー ドにな り ,To (5 - 0の透過率 )で rlOrmarizeす る

(T｡/T｡)と ,もとの ba雨 の高 エネル ギ-鮎 こ鋭 いdlP が現われ たO (

図 5･4)

｢-~-ー~N-L--~J

～

3
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